
術
も
射
撃
も
重
要
だ
け
れ
ど
、
や
は
り
行
軍
に
強
い
こ
と
が
最
も

重
要
で
し
た
。
訓
練
が
辛
い
と
い
う
が
、「
血
に
代
え
る
に
汗
を

以
っ
て
す
る
」
と
か
「
愛
の
鞭
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
只
、

感
情
的
な
私
的
制
裁
は
人
間
的
に
も
許
す
べ
き
で
な
く
、
軍
紀
を

乱
す
も
の
な
の
で
私
も
軍
隊
で
は
相
当
荒
い
こ
と
を
や
っ
た
が
、

愛
情
を
も
っ
て
や
っ
た
つ
も
り
で
す
。
私
は
長
崎
出
身
で
、
長
崎
、

福
岡
、
佐
賀
の
戦
友
や
後
輩
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
、
毎
年
五
月
、

三
県
持
ち
廻
り
で
戦
友
会
を
開
い
て
い
る
。
波
八
千
六
百
三
十
二

部
隊
の
連
中
ば
か
り
で
す
。
皆
、
私
に
来
て
く
れ
と
呼
ん
で
く
れ

る
し
、
空
港
ま
で
迎
え
に
も
来
て
く
れ
て
、
戦
友
愛
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

南
支
派
遣
純
兵
団
の
戦
闘
の
裏
で　 

福
岡
県
　
田
中
稔
　 

私
は
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
教
育
召
集
に
よ
り
東
京
都
世
田
谷

区
陸
軍
自
動
車
学
校
練
習
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
入
隊
前
の
状
況

は
、
新
潟
県
長
岡
市
に
在
住
し
召
集
と
同
時
に
本
籍
福
岡
県
に
帰

宅
、
再
度
東
京
へ
出
発
し
長
い
汽
車
の
旅
で
し
た
。
家
族
で
は
、

両
親
と
妹
三
人
弟
一
人
で
、
長
兄
は
満
州
へ
出
兵
、
次
兄
は
昭
和

十
四
年
ノ
モ
ハ
ン
事
件
に
て
戦
死
、
と
云
う
状
況
の
中
で
出
征
し

ま
し
た
。

入
隊
と
同
時
に
待
っ
て
い
た
の
は
、
軍
人
勅
諭
で
も
内
務
班
の

ビ
ン
タ
で
も
な
い
朝
か
ら
夜
ま
で
油
と
汗
に
ま
み
れ
て
、
自
動
車

の
修
理
、
整
備
で
す
。
全
然
知
識
が
な
く
本
を
読
ん
で
も
、
外
国

語
は
日
本
語
に
変
え
ね
ば
な
ら
ず
、
設
備
は
悪
く
て
人
力
で
エ
ン

ジ
ン
等
重
量
物
の
取
り
外
し
、
取
り
付
け
、
危
険
と
一
緒
に
作
業

を
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
六
か
月
間
、
油
の
臭
う
手
で
箸

を
持
つ
、

全
く
辛
苦
の
言
葉
が
其
の
儘
当
て
は
ま
る
も
の
で
し
た
。

教
育
終
了
後
、
十
七
年
十
二
月
一
日
、
兵
技
一
等
兵
と
同
時
に

引
続
き
召
集
。
久
留
米
第
五
十
一
部
隊
へ
転
属
、
五
十
日
余
り
箒

と
塵
取
り
を
持
っ
た
掃
除
兵
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
五
日
、
独
立
混
成
第
二
十
三
旅
団
司
令

部
へ
転
属
と
な
り
、
同
年
兵
二
人
で
出
発
し
た
。
途
中
、
博
多
駅

に
て
母
と
十
三
才
の
弟
と
の
別
れ
が
、
何
と
も
言
え
ぬ
別
れ
で
し

た
。一
月
二
十
六
日
門
司
港
発
。
一
月
三
十
日
台
湾
高
雄
着
、
二
月



六
日
高
雄
発
、
香
港
経
由
、
二
月
十
六
日
広
東
省
雷
州
半
島
西
営

港
に
上
陸
し
、
何
と
か
鉄
砲
を
持
っ
た
兵
隊
に
な
っ
た
。

以
後
は
、
遂
渓
県
寸
金
橋
に
於
い
て
司
令
部
兵
器
班
に
勤
務
。

修
理
工
場
を
設
営
し
、
機
工
車
、
旋
盤
、
ボ
ー
ル
盤
等
の
鍛
工
車
、

発
電
機
、
溶
接
及
び
鍛
工
設
備
を
持
っ
た
二
台
の
修
理
車
を
設
置

し
、
兵
団
内
の
機
甲
、
自
動
車
等
の
修
理
整
備
を
行
っ
た
。

十
九
年
六
月
ま
で
は
、
兵
器
や
弾
薬
の
輸
送
発
送
を
含
む
後
方

活
動
で
し
た
。
一
度
敵
機
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、
併
設
の
鍛
工
車

も
機
銃
を
受
け
て
肝
を
冷
や
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
六
月
二

十
五
日
、
左
足
親
指
、
薬
指
及
び
足
の
甲
を
複
雑
骨
折
と
云
う
事

態
を
招
き
、
広
東
第
一
陸
軍
病
院
広
州
湾
分
院
に
入
院
。
七
月
十

二
日
、
香
港
陸
軍
病
院
へ
転
院
、
七
月
中
旬
頃
、
内
地
小
倉
病
院

へ
転
院
命
令
を
受
け
準
備
完
了
後
急
に
取
り
や
め
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
運
命
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、
同
輸
送
船
は
香
港
沖
で
沈
没
し

た
と
、
看
護
婦
長
さ
ん
よ
り
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
同
船
乗
船
の
皆

様
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
軈
て
軍
医
を
始
め
皆
様
の
お
陰
で
負

傷
も
癒
え
て
原
隊
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
十
日
、
原
隊
復
帰
。
同
日
付
を
以
っ
て
広
東

省
遂
渓
留
守
部
隊
に
転
属
。
原
隊
の
戦
友
を
戦
地
に
見
送
る
情
け

な
い
事
態
に
な
り
、
武
運
を
祈
り
ま
し
た
。

留
守
部
隊
に
於
い
て
は
体
の
回
復
を
計
る
と
共
に
任
務
に
専
念

し
ま
し
た
。
此
の
部
隊
で
た
ま
た
ま
同
じ
村
の
出
身
で
第
一
大
隊

の
戦
友
に
出
会
い
、
一
別
以
来
の
話
を
し
た
事
も
忘
れ
ら
れ
な
い

も
の
で
し
た
。

さ
て
、
本
題
に
も
ど
っ
て
、
遠
征
隊
は
遂
渓
を
出
発
以
来
九
月

八
日
廉
江
、
十
月
十
二
日
桂
平
、
十
一
月
二
十
四
日
、
南
寧
を
過

ぎ
て
遂
渓
を
経
て
海
南
島
へ
転
進
す
る
。
尚
、
此
の
作
戦
に
於
い

て
は
、
歩
兵
大
隊
は
多
大
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
と
、
後
日
戦
友

よ
り
聞
い
た
次
第
で
あ
っ
た
。

二
十
年
一
月
二
日
、
原
隊
を
追
っ
て
海
南
島
作
戦
へ
出
発
。
一

月
十
日
、
海
口
へ
上
陸
し
、
諸
整
備
完
了
後
、
島
の
東
岸
を
廻
り

三
亜
地
区
へ
移
動
、
そ
の
途
中
で
、
車
輌
事
故
発
生
、
移
送
中
の

機
工
車
が
故
障
し
走
行
不
能
と
な
る
。

真
夜
中
の
出
来
事
で
あ
る
。

点
検
の
結
果
、
伝
動
装
置
の
ク
ラ
ッ
チ
盤
（
磨
擦
盤
）
の
ラ
イ
ニ

ン
グ
が
、
磨
耗
欠
損
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
大
修
理
を
展
開
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

右
手
の
山
、
五
指
山
に
は
、
敵
の
陣
地
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

数
人
の
歩
兵
の
護
衛
と
修
理
班
六
、
七
人
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す



が
、
暗
い
電
気
で
エ
ン
ジ
ン
取
り
出
し
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
張
り
替

え
と
、
そ
れ
は
大
変
な
作
業
で
し
た
。
幸
に
何
の
事
故
も
な
く
夜

明
け
近
く
に
終
了
、
行
軍
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
思
っ
て
も
良
く

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
戦
友
会
の
話
の
種
の
一
つ
で

す
。こ
の
時
に
、
練
習
隊
の
教
育
期
間
中
、
未
完
成
の
設
備
で
も
、

や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
不
屈
の
根
性
を
植
え
付
け
ら
れ
た
賜
物
と

思
い
ま
し
た
。
斯
く
し
て
本
隊
に
合
流
、
三
亜
陸
軍
飛
行
場
に
落

ち
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三
亜
飛
行
場
で
の
話
を
一
つ
、
兵
器
班
の
隊
長
の
言
、「
純
兵

団
は
、
海
南
島
を
決
戦
の
地
と
定
め
て
、
厳
重
警
戒
と
戦
斗
態
勢

を
整
え
て
、
怠
り
な
い
よ
う
に
せ
よ
」
と
、
参
謀
よ
り
の
達
し
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
、
よ
っ
て
班
長
以
下
取
組
ん
だ
作
業
が
戦
国
武

将
の
見
事
な
鎧
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
雑
兵
の
胴
着
の
よ
う
な

物
で
真
黒
な
も
の
で
し
た
。
内
容
は
十
五
㌢
程
に
切
り
、
そ
の
縁

に
孔
を
明
け
て
一
組
八
枚
く
ら
い
を
結
び
合
わ
せ
て
、
胸
に
当
て

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
試
し
に
近
距
離
か
ら
短
銃
で
射
っ
た

が
、
弾
は
通
ら
な
か
っ
た
と
い
う
決
戦
態
勢
の
鎧
の
話
で
し
た
。

こ
れ
に
竹
槍
を
持
て
ば
、
ま
さ
し
く
昔
の
徒
侍
と
言
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
あ
、
数
拾
㌔
も
飛
ぶ
大
砲
と
竹
槍
と

で
は
戦
争
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
時
は
移
り
、
二
十
年
五
月
頃
に
は
何
処
か
ら
と
も
な

く
米
英
軍
の
北
上
や
、
独
軍
の
無
条
件
降
伏
な
ど
信
じ
難
い
事
な

ど
耳
に
入
る
。

時
を
同
じ
く
し
て
海
南
島
を
出
て
、
つ
ぎ
の
作
戦
へ
移
る
。
二

十
年
五
月
十
日
、
四
か
月
程
住
み
馴
れ
た
楡
林
の
ト
ヨ
タ
自
動
車

修
理
工
場
を
出
発
す
る
。
正
月
に
来
た
道
を
逆
行
し
て
海
口
へ
と

向
か
う
。

我
々
は
、
五
指
山
の
東
岸
を
走
り
に
走
っ
た
が
、
戻
り
は
順
調

で
あ
っ
た
。
思
い
出
を
残
し
た
、
雷
州
半
島
を
北
上
し
て
、
寸
金

橋
へ
五
月
三
十
日
到
着
。
十
日
の
期
間
内
に
総
て
の
整
理
を
終
え

て
、
長
々
の
行
軍
と
な
る
。
六
月
十
日
遂
渓
県
寸
金
橋
を
出
発
し

一
路
広
東
へ
広
東
へ
と
進
軍
な
の
か
、
退
却
な
の
か
、
何
と
も
い

や
な
毎
日
毎
日
の
行
軍
で
し
た
。
や
っ
と
の
事
で
二
十
年
八
月
十

二
日
、
広
東
郊
外
へ
到
着
、
武
装
を
解
き
汗
を
流
し
た
の
も
束
の

間
、
三
日
後
に
は
敗
戦
の
兵
と
な
る
。

終
戦
の
日
、
広
東
郊
外
に
駐
留
し
て
居
ま
し
た
が
、
現
地
住
民

の
態
度
、
行
動
が
変
わ
り
大
変
腹
だ
た
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
後



刻
、
終
戦
の
伝
達
と
共
に
、
中
国
人
に
対
す
る
言
動
、
行
動
に
注

意
す
る
よ
う
に
訓
示
あ
り
。
も
は
や
何
を
考
え
、
何
を
す
る
こ
と

も
な
く
、
呆
然
自
失
の
状
態
と
な
る
。
二
、
三
日
後
に
広
東
の
中

山
に
移
動
し
、
武
装
解
除
と
な
り
、
と
う
と
う
軍
人
の
魂
を
、
手

放
す
運
命
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、
河
南
地
区
へ
移
動
抑
留
さ
れ
、
十
月
よ
り
二
十
一

年
四
月
ま
で
、
七
か
月
間
、
捕
虜
と
云
う
日
本
人
に
は
恥
ず
べ
き

言
葉
の
下
に
置
か
れ
、
何
も
か
も
忘
れ
て
、
人
間
の
改
造
に
会
っ

た
よ
う
で
す
。

や
が
て
待
望
の
帰
国
の
日
が
や
っ
て
来
た
。
五
月
初
め
に
、
行

動
を
開
始
し
、
乗
船
帰
国
と
な
る
。
船
の
中
の
人
間
模
様
、
対
人

関
係
等
、
あ
さ
ま
し
き
部
分
や
、
面
白
い
部
分
等
、
様
々
な
も
の

を
見
聞
き
し
た
。

浦
賀
の
港
に
着
い
て
、
や
っ
と
帰
っ
て
来
た
と
喜
ん
だ
も
の
で

し
た
が
、
そ
の
後
が
悪
い
。
検
疫
の
結
果
、
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生

し
、
船
留
め
と
な
り
、
二
十
日
く
ら
い
遅
れ
て
上
陸
し
た
。
こ
の

時
、
一
人
の
兵
隊
が
、
海
岸
に
向
か
っ
て
飛
び
込
ん
だ
事
件
が
あ
っ

た
。
と
聞
い
て
、
誰
し
も
さ
も
あ
ら
ん
と
思
い
な
が
ら
も
、
ま
と

も
に
上
陸
し
て
手
続
き
を
終
え
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

博
多
駅
で
、
福
岡
市
の
一
望
の
焼
け
跡
を
見
た
時
、
ほ
ん
と
う

に
戦
争
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
博
多
駅

よ
り
二
時
間
く
ら
い
で
、
我
が
家
に
帰
り
着
く
。
母
の
第
一
声
、

「
お
ぉ
生
き
て
い
た
か
、
良
く
帰
っ
て
来
た
」
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

満
四
年
の
勤
務
中
、
後
半
は
手
紙
も
着
か
ず
、
便
り
も
な
い
状
態

で
あ
っ
た
、
と
の
事
で
し
た
。

純
兵
団
の
後
日
談
、
帰
還
し
た
英
霊
は
、
六
百
一
人
で
あ
っ
た

と
の
事
で
し
た
。
心
か
ら
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
兵
団
標
語
は
「
焼

く
な
犯
す
な
穢
す
な
」
で
、
対
民
衆
軍
紀
は
酷
し
い
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
行
し
て
い
ま
し
た
。
復
員
後
二
年
間
程
、
マ
ラ
リ
ア
熱

が
出
て
、
妻
を
困
ら
せ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

仏
印
の
明
号
作
戦　 

石
川
県
　
岩
木
栄
光
　 

私
は
現
役
で
昭
和
十
八
年
四
月
、
金
沢
の
連
隊
に
入
営
し
、
約

二
か
月
後
の
六
月
出
帆
、
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
四
～
五
日
か
か
っ
て
フ
ー
ラ
ン
チ
ョ
ン
に
つ
き
、
第
一




